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近
代
の
皇
室
祭
祀
・
神
社
祭
祀
・
家
庭
祭
祀

　
　
　
　
　
　
　

―
そ
の
形
成
と
神
道
教
化
に
つ
い
て

―

佐　

藤　

一　

伯　
　

　
　
　
　
は
じ
め
に

　

神
道
教
化
の
つ
と
め
は
祭
祀
の
伝
統
を
護
持
す
る
こ
と
で
あ
る
。「
敬
神
生
活
の
綱
領
」（
昭
和
三
十
一
年
）や「
神
社
本
庁
憲
章
」（
昭
和�

五
十
五
年
）
に
よ
る
と
、
神
道
教
化
の
目
的
は
、
高
天
原
神
話
に
源
を
発
す
る
民
族
信
仰
を
正
し
く
継
承
し
、
次
の
世
代
に
伝
え
よ
う
と

す
る
も
の
で
、
そ
の
最
も
重
要
な
も
の
は
、
天
皇
と
神
社
神
道
の
関
係
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
高
天
原
を
し
ろ
し
め
す
天
照
大
御
神
が
新

嘗
祭
を
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
始
原
と
し
、
天
孫
降
臨
に
あ
た
り
「
神
籬
磐
境
の
神
勅
」
が
下
さ
れ
、
神
職
の
指
針
と
な
っ
て
き
た
こ
と
。

皇
孫
は
天
照
大
御
神
の
御
心
を
心
と
し
て
葦
原
の
中
つ
国
に
降
臨
さ
れ
、
斎
庭
の
稲
穂
を
も
っ
て
蒼
生
を
養
育
さ
れ
て
き
た
こ
と
。
よ
っ

て
氏
神
様
と
と
も
に
天
照
大
御
神
を
仰
ぎ
、
毎
年
神
宮
大
麻
を
奉
戴
し
、
そ
の
信
仰
を
基
礎
と
し
て
皇
室
を
尊
ん
で
き
た
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
天
皇
の
精
神
的
権
威
は
憲
法
の
条
文
な
ど
に
制
約
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
国
民
統
合
の
中
心
と
し
て
祭
祀
に
奉
仕
さ
れ
る
天
皇
陛

下
を
拝
し
、
宮
中
祭
祀
（
皇
室
祭
祀
）、
神
社
祭
祀
、
家
庭
祭
祀
等
が
同
心
円
を
な
し
、
そ
の
中
核
に
天
皇
が
在
ま
す
と
理
解
す
る
こ
と
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が
で
き
る
で
あ
ろ
う（

（
（

。

　

以
上
は
、
庄
本
光
政
・
渋
川
謙
一
著
『
改
訂
・
神
道
教
化
概
説
』
の
冒
頭
、
第
一
章
「
総
論
」
第
一
節
「
神
道
教
化
の
目
的
」
の
要
約

で
あ
る
。
こ
の
神
道
教
化
説
と
、
第
二
十
三
回
神
社
本
庁
神
道
教
学
研
究
大
会
に
お
け
る
阪
本
是
丸
氏
の
発
題
「
近
代
の
皇
室
祭
祀
と
神

社
祭
祀
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て（

（
（

」
を
基
調
と
し
、
と
く
に
皇
室
祭
祀
・
神
社
祭
祀
・
家
庭
祭
祀
の
中
核
に
天
皇
が
在
す
と
い
う
祭
祀
の
伝
統

が
、
近
代
に
お
い
て
い
か
に
培
わ
れ
、
ま
た
教
化
が
な
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
、
先
学
諸
氏
の
成
果
を
た
ど
り
な
が
ら
確
認
し
よ
う
と
す

る
の
が
、
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

　

本
論
に
進
む
前
に
、
近
代
の
皇
室
祭
祀
・
神
社
祭
祀
・
家
庭
祭
祀
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
を
見
て
お
き
た
い
。

　

武
田
秀
章
氏
に
よ
る
と
、
近
代
の
皇
室
祭
祀
（
明
治
国
家
祭
祀
）
は
、
古
代
律
令
国
家
の
祭
祀
を
継
承
し
つ
つ
、
明
治
時
代
に
再
編
成

さ
れ
、
皇
室
典
範
の
も
と
、
一
連
の
皇
室
令
に
法
制
化
さ
れ
た
国
家
祭
祀
・
皇
室
儀
礼
の
こ
と
で
あ
り
、
大
き
く
恒
例
祭
祀
、
喪
葬
儀
礼
、

即
位
儀
礼
の
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
恒
例
祭
祀
は
、
宮
中
三
殿
・
神
嘉
殿
、
神
宮
・
山
陵
に
お
い
て
行
わ
れ
、
宮
中
三
殿
・
神

嘉
殿
の
祭
祀
は
、
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
公
布
の
皇
室
祭
祀
令
に
定
め
ら
れ
る
。
大
祭
（
天
皇
が
皇
族
・
官
僚
を
率
い
て
親
祭
）

は
、
元
始
祭
、
紀
元
節
祭
、
春
季
皇
霊
祭
、
春
季
神
殿
祭
、
神
武
天
皇
祭
、
秋
季
皇
霊
祭
、
秋
季
神
殿
祭
、
神
嘗
祭
、
新
嘗
祭
、
先
帝
祭
、

先
帝
以
前
三
代
の
式
年
祭
、
先
后
の
式
年
祭
、
皇
妣
た
る
皇
后
の
式
年
祭
が
あ
る
。
小
祭
（
掌
典
長
祭
典
、
天
皇
が
皇
族
・
官
僚
を
率
い

て
拝
礼
）
は
歳
旦
祭
、
祈
年
祭
、
明
治
節
祭
（
昭
和
二
年
制
定
）、
賢
所
御
神
楽
、
天
長
節
祭
、
先
帝
以
前
三
代
の
例
祭
、
先
后
の
例
祭
、

皇
妣
た
る
皇
后
の
例
祭
、
綏
靖
天
皇
以
下
先
帝
以
前
四
代
ま
で
の
式
年
祭
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
皇
室
の
恒
例
祭
祀
は
、
皇
室
祭
祀

の
祭
日
に
準
拠
し
た
祝
祭
日
制
度
を
通
じ
て
、
国
民
生
活
に
浸
透
し
て
い
た
。
近
代
の
祝
祭
日
は
新
暦
導
入
に
即
応
し
て
八
つ
の
祭
日
・

祝
日
を
定
め
た
明
治
六
年
の
太
政
官
布
告
に
端
を
発
し
て
お
り
、
と
く
に
新
年
、
紀
元
節
、
天
長
節
は
三
大
節
（
昭
和
二
年
よ
り
明
治
節

を
加
え
四
大
節
）
と
さ
れ
、
全
国
の
学
校
、
団
体
な
ど
で
記
念
式
典
・
行
事
が
行
わ
れ
た
。
神
社
制
度
に
お
い
て
は
、
神
社
祭
式
制
度
、
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神
饌
幣
帛
料
供
進
制
度
な
ど
に
よ
り
、
と
く
に
祈
年
祭
、
新
嘗
祭
を
通
じ
て
皇
室
祭
祀
と
の
連
関
が
図
ら
れ
た（

（
（

。

　

神
宮
祭
祀
に
つ
い
て
定
め
た
「
神
宮
祭
祀
令
」（
大
正
三
年
制
定
、
昭
和
二
年
改
正
）
に
よ
る
と
、
神
宮
の
祭
祀
は
大
祭
・
中
祭
・
小

祭
が
あ
り
、
大
祭
は
祈
年
祭
、
神
御
衣
祭
、
月
次
祭
、
神
嘗
祭
、
新
嘗
祭
、
遷
宮
祭
、
臨
時
奉
幣
祭
で
あ
る
。
中
祭
は
日
別
朝
夕
大
御
饌
祭
、�

歳
旦
祭
、
元
始
祭
、
紀
元
節
祭
、
風
日
祈
祭
、
天
長
節
祭
、
明
治
節
祭
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
祭
祀
が
小
祭
で
あ
る
。
ま
た
「
官
国
幣
社

以
下
神
社
祭
祀
令
」（
大
正
三
年
制
定
、
昭
和
十
四
年
改
正
）
に
よ
る
と
、
官
国
幣
社
以
下
神
社
の
祭
祀
は
大
祭
・
中
祭
・
小
祭
と
し
、

大
祭
は
祈
年
祭
、
新
嘗
祭
、
例
祭
、
遷
座
祭
、
臨
時
奉
幣
祭
、
別
格
官
幣
社
靖
國
神
社
合
祀
祭
、
護
國
神
社
鎮
座
祭
・
合
祀
祭
で
あ
る
。

中
祭
は
歳
旦
祭
、
元
始
祭
、
紀
元
節
祭
、
天
長
節
祭
、
明
治
節
祭
、
神
社
に
特
別
の
由
緒
あ
る
祭
祀
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
が
小
祭
と
さ
れ
た
。

中
西
正
幸
氏
は
神
社
祭
祀
に
つ
い
て
、「
祭
祀
に
お
い
て
尊
ぶ
べ
き
は
精
神
で
あ
り
、
根
本
は
報
本
反
始
の
誠
意
に
尽
き
て
い
る
。
報
本
反

始
と
は
遠
く
神
武
天
皇
の
創
業
の
古
に
立
ち
返
っ
て
、
皇
祖
神
に
大
孝
を
申
べ
給
う
た
天
神
郊
祀
の
精
神
に
他
な
ら
な
い
。
神
恩
に
感
謝

し
て
神
徳
を
讃
え
、神
慮
に
帰
一
し
て
国
民
の
生
活
に
実
現
し
て
ゆ
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
神
社
祭
祀
の
目
指
す
と
こ
ろ
、

国
家
・
公
共
の
祭
祀
を
執
り
行
い
つ
つ
、
国
民
ひ
と
し
く
神
意
を
尊
重
し
て
、
常
に
国
民
生
活
の
上
に
実
現
し
て
ゆ
く
こ
と
が
肝
要
で
あ

ろ
う
」
と
、「
国
家
・
公
共
の
祭
祀
」
と
し
て
の
意
義
を
述
べ
て
い
る（

（
（

。

　

近
代
の
家
庭
祭
祀
に
つ
い
て
神
祇
院
編
『
神
社
本
義
』
は
、「
皇
室
の
中
心
に
神
宮
が
お
は
し
ま
し
、
地
方
の
崇
敬
の
中
心
に
官
国
幣

社
以
下
の
神
社
が
鎮
座
せ
ら
れ
る
と
同
じ
く
、
家
庭
の
中
心
に
は
神
棚
が
奉
斎
せ
ら
れ
る
。
こ
の
神
棚
の
奉
斎
に
よ
つ
て
、
個
々
の
家
庭

生
活
は
、
郷
土
生
活
に
繋
が
り
、
更
に
ま
た
国
家
生
活
に
繋
が
る
の
で
あ
つ
て
、
実
に
神
棚
は
、
日
本
臣
民
と
し
て
の
家
庭
生
活
の
根
基

と
な
る
も
の
で
あ
る
。
…
…
日
本
臣
民
と
し
て
、
神
棚
に
必
ず
奉
安
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
は
、
神
宮
大
麻
で
あ
る
。
こ
れ
は
天
照
大
神

の
大
御
稜
威
を
仰
ぎ
奉
る
大
御
璽
と
し
て
、神
宮
よ
り
全
国
に
頒
布
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
…
…
神
社
か
ら
参
拝
者
に
授
け
又
は
氏
子
・

崇
敬
者
の
家
々
に
配
布
す
る
も
の
に
、神
符
（
神
札
）
と
守
札
と
が
あ
る
。
…
…
神
符
や
守
札
を
拝
受
し
た
者
は
、そ
の
取
扱
を
丁
重
に
し
、�
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清
浄
を
守
り
、
誠
心
を
こ
め
て
奉
斎
す
べ
き
で
あ
る（

（
（

」
と
、
神
棚
に
お
け
る
神
宮
大
麻
と
神
社
の
神
札
の
奉
斎
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

ま
た
真
弓
常
忠
氏
は
家
庭
祭
祀
に
つ
い
て
、
神
棚
を
設
け
て
、
神
宮
大
麻
や
神
社
の
神
札
を
祀
る
の
は
一
般
家
庭
の
し
き
た
り
で
あ
り
、

家
庭
の
精
神
的
な
支
柱
で
あ
る
と
す
る
。
さ
ら
に
「
家
庭
祭
祀
は
、
町
々
村
々
の
共
同
体
の
祭
祀
、
つ
ま
り
神
社
の
祭
祀
に
つ
な
が
る
も

の
で
あ
り
、
神
社
の
祭
祀
は
、
神
宮
や
宮
中
で
お
こ
な
わ
れ
る
天
皇
の
祭
祀
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
祭
祀
を
と
お
し
て
日
本

人
は
文
化
の
連
続
性
、
自
己
同
一
性
（
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
）
を
失
わ
ず
に
い
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
も
っ
と
も
基
礎
に
あ
る
の
が
、

家
庭
の
祭
祀
で
あ
っ
た（

（
（

」
と
、
家
庭
祭
祀
は
神
社
祭
祀
、
さ
ら
に
皇
室
祭
祀
に
つ
な
な
が
る
日
本
文
化
の
基
礎
に
あ
る
と
の
見
方
を
示
し

て
い
る
。

　

こ
う
し
た
近
代
の
皇
室
祭
祀
・
神
社
祭
祀
・
家
庭
祭
祀
が
い
か
に
形
成
さ
れ
、
そ
の
つ
な
が
り
は
い
か
に
説
か
れ
た
の
か
に
つ
い
て
考

察
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
一
、
近
代
の
皇
室
祭
祀
の
形
成

　
　（
一
）
天
神
地
祇
・
八
神
・
皇
霊
の
祭
祀

　

慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
十
二
月
九
日
の
「
王
政
復
古
の
大
号
令
」
に
お
い
て
、「
諸
事
神
武
創
業
之
始
ニ
原
キ
…
…
旧
来
驕
惰
ノ
汚

習
ヲ
洗
ヒ
尽
忠
報
国
之
誠
ヲ
以
奉
公
致
ス
可
ク
候
事
」
と
、
新
政
府
の
「
神
武
創
業
之
始
」
に
基
づ
い
た
政
治
の
方
針
が
示
さ
れ
た
。

　

翌
明
治
元
年
（
慶
応
四
・
一
八
六
八
）
三
月
十
三
日
の
「
祭
政
一
致
・
神
祇
官
再
興
の
布
告
」
に
は
、「
此
度
、
王
政
復
古
神
武
創
業
ノ

始
ニ
被
為
基
、
諸
事
御
一
新
、
祭
政
一
致
之
御
制
度
御
回
復
被
交
遊
候
ニ
付
テ
ハ
、
先
第
一
神
祇
官
再
興
造
立
ノ
上
追
々
諸
祭
奠
モ
可
被

為
興
儀
被
仰
出
候
、
依
テ
此
旨　

五
畿
七
道
諸
国
ニ
布
告
シ
、
往
古
ニ
立
帰
リ
、
諸
家
執
奏
配
下
之
儀
ハ
被
止
、
普
ク
天
下
之
諸
神
社
、

神
主
、
禰
宜
、
祝
、
神
部
ニ
至
迄
、
向
後
右
神
祇
官
附
属
ニ
被
仰
渡
候
間
、
官
位
ヲ
初
、
諸
事
万
端
、
同
官
ヘ
願
立
候
様
可
相
心
得
候
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事
」
と
あ
り
、
祭
政
一
致
の
制
度
に
よ
り
神
祇
官
を
再
興
し
、
全
国
の
神
社
と
神
職
が
そ
こ
に
所
属
す
る
と
の
方
針
が
示
さ
れ
た
。
翌
日

の
三
月
十
四
日
、
紫
宸
殿
に
お
い
て
「
五
箇
条
の
御
誓
文
」
の
誓
祭
が
天
皇
親
祭
の
も
と
斎
行
さ
れ
、
祭
政
一
致
（
天
皇
が
国
家
の
政
治

君
主
に
し
て
最
高
祭
主
た
る
こ
と
）
に
よ
る
国
家
建
設
が
宣
言
さ
れ
た（

（
（

。
八
月
二
十
六
日
に
は
「
天
長
節
」（
九
月
二
十
二
日
）
が
制
定
、

翌
二
十
七
日
に
は
、
即
位
式
が
挙
行
さ
れ
、
神
宮
・
山
陵
へ
の
奉
告
奉
幣
が
行
わ
れ
た
。
即
位
式
に
あ
た
っ
て
は
、
岩
倉
具
視
の
命
に
よ

り
津
和
野
藩
主
亀
井
茲
監
、
同
藩
士
福
羽
美
静
が
国
風
の
新
式
調
査
に
あ
た
っ
た（

（
（

。
十
月
十
七
日
の
「
武
蔵
一
宮
氷
川
神
社
を
鎮
守
と
す

る
の
詔
」
に
は
、「
神
祇
を
崇
め
祭
祀
を
重
ん
ず
る
は
皇
国
の
大
典
に
し
て
政
教
の
基
本
な
り
…
…
新
に
東
京
を
置
き
親
臨
し
て
政
を
視
、

将
に
先
づ
祀
典
を
興
し
綱
紀
を
張
り
以
て
祭
政
一
致
之
道
を
復
さ
ん
と
す
」
と
、
神
祇
を
崇
め
祭
祀
を
重
ん
じ
る
こ
と
が
国
家
の
大
典
で

あ
り
政
教
の
基
本
と
の
姿
勢
が
示
さ
れ
た
。
十
一
月
十
八
日
に
は
京
都
の
太
政
官
代
（
吉
田
社
斎
場
）
に
て
新
嘗
祭
を
斎
行
、「
神
武
天

皇
以
来
世
々
ノ
天
皇
十
一
月
中
卯
ノ
日
、
当
年
ノ
新
穀
ヲ
天
神
地
祇
ニ
供
セ
ラ
ル
ル
重
礼
ニ
テ
…
…
万
民
御
撫
恤
ノ
為
ニ
御
親
祭
被
為
在

候
」
と
の
『
新
嘗
の
事
由
告
諭
書
』（
十
五
日
）
を
頒
布
し
、
万
民
撫
恤
の
た
め
の
天
皇
親
祭
を
強
調
し
た（

（
（

。
ま
た
政
府
は
「
当
日
ハ
潔

斎
神
祇
ヲ
拝
シ
、
共
ニ
五
穀
豊
熟
、
天
下
太
平
ヲ
神
祇
ニ
祈
奉
ル
ベ
シ
」
と
群
臣
衆
庶
に
命
じ
て
い
る（

（1
（

。
十
二
月
二
十
五
日
に
は
孝
明
天

皇
三
年
祭
が
、
近
世
朝
廷
の
懺
法
講
、
法
華
三
昧
講
等
の
仏
式
に
よ
る
供
養
、
宮
中
法
会
を
廃
止
し
、
神
祇
式
で
行
わ
れ
た
。

　

明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
二
月
二
十
八
日
に
は
祈
年
祭
が
再
興
し
た
。「
天
神
地
祇
ニ
年
穀
ノ
豊
熟
ヲ
祈
ラ
ル
ル
御
祭
ニ
テ
、
民
政
ニ

関
係
仕
候
重
キ
祭
典
」
と
神
祇
官
が
上
申
し
た
も
の
で
、
祝
詞
に
「
天
津
神
国
津
神
、
天
皇
命
ノ
近
キ
守
ノ
八
柱
大
神
、
又
御
代
々
ノ
大

祖
命
ノ
大
前
ニ
云
々
」
と
あ
り
、
天
神
地
祇
、
神
祇
官
祭
神
の
八
神
、
歴
代
皇
霊
に
「
年
穀
の
豊
熟
」
を
祈
願
し
て
い
る（

（1
（

。
三
月
十
二
日
、

再
度
の
東
幸
の
途
次
、
明
治
天
皇
は
歴
代
天
皇
と
し
て
初
め
て
神
宮
に
親
拝
さ
れ
、「
皇
祖
神
へ
の
最
高
祭
主
た
る
こ
と
が
即
ち
日
本
の

最
高
統
治
者
・
政
治
君
主
た
る
所
以
で
あ
る
こ
と
を
、
身
を
以
て
（
親
祭
に
よ
っ
て
）
示
し
た（

（1
（

」。
五
月
に
は
、
神
祇
官
が
「
此
度
当
地

行
幸
国
家
之
大
御
基
礎
被
立
候
義
ハ
、
千
歳
之
一
時
実
ニ
此
上
モ
無
之
大
御
事
業
之
儀
ニ
付
、
追
々
御
評
議
之
上
御
発
令
之
節
モ
可
有
之
、
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仍
而
ハ
此
節
之
内
一
日
於
当
官
、
天
神
地
祇
ヲ
初
奉
リ
、
神
武
天
皇
ハ
勿
論
、
御
代
々
之
神
霊
別
而
ハ
先
帝
之
神
霊
等
ヲ
祭
祀
シ
奉
リ
、

尚
内
侍
所
渡
御
奏
楽
并
行
幸
被
為
在
、
御
自
ラ
御
祭
式
被
為
勤
候
御
儀
有
之
度
、
其
上
ニ
而
参
集
之
宮
堂
上
百
官
諸
侯
大
夫
士
ニ
至
ル
迄
、

順
々
ニ
拝
礼
被
仰
付
、
彼
神
事
ヲ
先
ト
シ
政
事
ヲ
ナ
シ
給
フ
之
古
礼
ヲ
復
シ
、
将
神
武
天
皇
之
大
孝
ヲ
申
ベ
給
ヘ
シ
本
義
ヲ
被
為
候
ハ
ハ
、

皇
徳
ヲ
中
外
ニ
布
キ
給
フ
之
御
基
本
ニ
可
有
之
ト
相
考
候
仍
而
此
段
言
上
候
間
冝
被
御
評
議
候
也
（
巳
五
月
、
神
祇
官
）」
と
天
皇
親
祭

を
上
申
し
た（

（1
（

。
六
月
二
十
八
日
に
明
治
天
皇
が
神
祇
官
（
旧
備
中
松
山
藩
邸
、現
皇
居
前
広
場
）
に
行
幸
さ
れ
、天
神
地
祇
、皇
霊
に
「
国

是
一
定
」
を
奉
告
さ
れ
た
（
御
告
祭
）。
翌
二
十
九
日
に
は
戊
辰
戦
歿
者
の
招
魂
祭
が
行
わ
れ
、
七
月
八
日
に
神
祇
官
が
太
政
官
外
に
特

立
し
た
。
十
二
月
十
七
日
に
は
神
祇
官
神
殿
が
鎮
座
し
、
八
神
・
天
神
地
祇
、
皇
霊
が
祀
ら
れ
た
。
な
お
、
十
一
月
に
制
度
取
調
局
に
て

福
羽
美
静
を
中
心
に
作
成
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
『
年
中
行
事
会
大
略
』
に
は
、「
方
今
祭
政
一
致
共
ニ
親
ク
行
ハ
セ
タ
マ
フ
御
事
ナ
レ
ハ
、

宮
中
ノ
地
ヲ
撰
ヒ
新
ニ
大
斎
場
ヲ
設
ケ
タ
マ
ヒ
神
霊
殿
ヲ
正
殿
ト
シ
テ
新
嘗
ノ
大
祀
ハ
サ
ラ
ナ
リ
新
年
月
次
ノ
諸
祭
伊
勢
例
幣
発
遣
等
従

前
神
祇
官
ニ
テ
行
ヒ
来
シ
神
事
ヲ
総
テ
宮
中
ニ
テ
御
親
祭
ア
ラ
ハ
、
祭
政
唯
一
ノ
基
本
正
ク
立
ヘ
シ
、
但
シ
未
タ
大
斎
場
御
取
立
ニ
相
成

サ
ル
間
ハ
仮
ニ
神
祇
官
ニ
テ
行
ハ
ル
ヘ
キ
ナ
リ
」
と
、
将
来
は
宮
中
に
遷
座
し
て
親
祭
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い
た（

（1
（

。

　
　（
二
）
神
祇
官
祭
祀
か
ら
宮
中
祭
祀
へ

　

明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
正
月
三
日
、
神
祇
鎮
祭
の
詔
が
発
布
さ
れ
た
。「
朕
恭
シ
ク
惟
ル
ニ
、
大
祖
業
ヲ
創
ム
ル
ヤ
神
明
ヲ
崇
敬
シ

蒼
生
ヲ
愛
撫
シ
祭
政
一
致
由
来
ス
ル
所
遠
シ
。
朕
寡
弱
ヲ
以
テ
夙
ニ
堅
緒
ヲ
承
ケ
日
夜
怵
惕
シ
、
天
職
ノ
或
ハ
虧
ケ
ン
コ
ト
ヲ
懼
ル
。
乃

チ
祇
ミ
テ
天
神
地
祇
八
神
曁
ビ
列
皇
ノ
神
霊
ト
ヲ
神
祇
官
ニ
鎮
メ
祭
リ
、
以
テ
孝
敬
ヲ
申
ブ
。
庶
幾
ク
ハ
億
兆
ヲ
シ
テ
矜
式
ス
ル
所
有
ラ

シ
メ
ン
コ
ト
ヲ
」
と
あ
り
、
同
日
、
神
祇
官
神
殿
に
お
け
る
鎮
祭
が
初
め
て
行
わ
れ
た
。
こ
れ
以
降
、
皇
霊
を
宮
中
に
遷
座
し
た
明
治
四

年
（
一
八
七
一
）
九
月
十
七
日
ま
で
の
主
な
神
殿
祭
祀
は
、
神
殿
祭
（
明
治
三
年
・
四
年
正
月
三
日
、
天
皇
神
殿
行
幸
）、
仁
孝
天
皇
祭�
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（
明
治
三
年
・
四
年
正
月
二
十
六
日
、
天
皇
山
陵
遙
拝
）、
祈
年
祭
（
明
治
三
年
・
四
年
二
月
四
日
、
天
皇
神
宮
遙
拝
）
春
季
御
祈
祭�

（
明
治
四
年
二
月
二
十
八
日
）、
神
武
天
皇
祭
（
明
治
三
年
・
四
年
三
月
十
一
日
、
天
皇
神
殿
行
幸
）、
遣
外
国
使
節
祭
（
明
治
四
年
五
月

十
五
日
）、秋
季
御
祈
祭
（
明
治
四
年
八
月
二
十
八
日
）、天
長
節
（
明
治
三
年
九
月
二
十
二
日
）、新
嘗
祭
（
明
治
三
年
十
一
月
二
十
四
日
、

天
皇
神
宮
遙
拝
）、
孝
明
天
皇
祭
（
明
治
三
年
十
二
月
二
十
五
日
、
天
皇
山
陵
遙
拝
）、
朔
祭
（
明
治
三
年
五
月
一
日
よ
り
）
で
あ
っ
た
。

　

明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
三
月
十
一
日
の
神
武
天
皇
祭
に
あ
た
り
、
神
祇
官
は
府
藩
県
遙
拝
式
を
定
め
、
府
藩
県
官
員
お
よ
び
神
職
に

遙
拝
式
を
申
し
渡
し
、
氏
子
の
参
列
の
も
と
天
皇
陵
遙
拝
に
つ
い
て
命
じ
、
つ
い
で
旧
儀
が
再
興
さ
れ
た
大
祓
を
全
国
一
律
に
行
う
べ
き

布
告
を
出
し
た（

（1
（

。
五
月
十
四
日
、
神
社
改
正
の
太
政
官
布
告
で
、
神
社
は
「
国
家
ノ
宗
祀
」
と
認
定
さ
れ
、
七
月
十
二
日
に
は
、
太
政
官

よ
り
神
祇
官
に
神
宮
改
革
（
皇
大
神
宮
と
豊
受
大
神
宮
の
等
差
の
明
確
化
、
師
職
廃
止
な
ど
）
の
御
沙
汰
が
あ
っ
た
。
八
月
、
皇
霊
の
宮

中
遷
座
を
求
め
る
神
祇
官
建
議
が
出
さ
れ
た
。「
復
古
以
来
、
神
祇
官
八
神
天
神
地
祇
ト
共
ニ
同
殿
ニ
之
ヲ
祭
リ
、
歴
代
皇
霊
祭
祀
ノ
興

ル
事
、
千
古
ノ
盛
典
ト
謂
フ
ベ
シ
。
然
ト
雖
モ
、
斯
ノ
皇
霊
ヲ
神
祇
官
中
ニ
祀
リ
、
剰
ヘ
八
神
天
神
地
祇
ト
ト
モ
ニ
合
祀
ス
ル
カ
如
キ
ハ
、

固
ヨ
リ
其
体
裁
ニ
ア
ラ
ス
ト
雖
モ
、
千
載
未
曾
有
ノ
制
更
始
ノ
際
ニ
於
テ
、
一
朝
其
宜
シ
キ
ヲ
得
カ
タ
キ
ヲ
以
テ
也
…
…
其
皇
霊
ニ
至
テ

ハ
神
器
ニ
憑
依
シ
、
朝
廷
ヲ
冥
助
シ
玉
フ
事
、
言
ヲ
俟
ス
シ
テ
可
知
、
然
則
方
今
神
祇
官
ニ
所
祭
ノ
皇
霊
、
更
ニ
神
器
ト
同
床
ニ
安
シ
、

大
廟
ニ
奉
遷
シ
テ
、
天
皇
百
官
ト
ト
モ
ニ
之
ヲ
祀
リ
玉
ヒ
、
天
祖
ノ
垂
訓
昭
々
ト
シ
テ
、
億
兆
之
ヲ
仰
カ
ス
ン
ハ
ア
ル
可
ラ
ス
」
と
、
天

皇
親
祭
の
国
民
教
化
の
意
義
が
説
か
れ
て
い
た（

（1
（

。
九
月
十
四
日
、
宮
中
に
神
殿
造
営
・
神
器
・
皇
霊
奉
安
の
詔
書
が
発
布
さ
れ
た
（「
新

に
神
殿
を
造
り
、
神
器
と
列
聖
皇
霊
と
を
こ
こ
に
奉
安
し
仰
て
以
て
万
機
の
政
を
視
ん
と
欲
す
」）。
二
十
九
日
、
神
祇
省
に
御
巫
・
権
御

巫
を
置
き
（
十
月
十
七
日
、
内
掌
典
・
権
内
掌
典
と
改
称
）、
三
十
日
に
は
皇
霊
が
賢
所
に
遷
座
し
、「
皇
廟
」
と
称
し
た
。

　

十
月
二
十
九
日
、「
四
時
祭
典
定
則
」
が
制
定
さ
れ
た
。
大
祭
は
、
元
始
祭
（
正
月
三
日
、
皇
廟
）、
神
武
天
皇
祭
（
三
月
十
一
日
、
皇
廟
）、�

皇
大
神
宮
遙
拝
式
（
九
月
十
七
日
、
皇
廟
）、
新
嘗
祭
（
十
一
月
卯
日
、
神
嘉
殿
代
）、
孝
明
天
皇
祭
（
十
二
月
二
十
五
日
、
皇
廟
、
以
上
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五
祭
は
天
皇
親
祭
）、
後
桃
園
天
皇
祭
（
十
月
二
十
九
日
、
皇
廟
）、
光
格
天
皇
祭
（
十
一
月
十
九
日
、
皇
廟
）、
仁
孝
天
皇
祭
（
一
月

二
十
六
日
、
皇
廟
）、
祈
年
祭
（
二
月
四
日
、
神
祇
省
神
殿
）、
月
次
祭
（
六
月
一
日
、
神
祇
省
神
殿
、
以
上
五
祭
は
親
王
御
手
代
）、
神

宮
神
嘗
祭
（
九
月
十
六
日
・
十
七
日
、
祭
使
神
祇
卿
・
大
掌
典
発
遣
）、
賀
茂
祭
・
氷
川
祭
・
熱
田
祭
・
男
山
祭
・
鹿
島
祭
・
香
取
祭
・

出
雲
式
年
祭
・
宇
佐
式
年
祭
（
祭
使
神
祇
大
丞
・
掌
典
発
遣
）
で
あ
っ
た
。
中
祭
は
、
歴
代
天
皇
式
年
祭
（
皇
廟
）、
外
国
定
約
祭
（
皇
廟
）、

遣
外
国
使
節
祭
（
皇
廟
）、
御
神
楽
（
十
二
月
、
皇
廟
）、
鎮
魂
祭
（
十
一
月
寅
日
、
神
祇
省
神
殿
）、
春
日
社
以
下
官
幣
大
社
例
祭
、
小

祭
は
春
秋
御
祈
祭
（
二
月
・
八
月
、
皇
廟
）、
天
長
節
（
九
月
二
十
二
日
、
皇
廟
）、
梅
宮
神
社
以
下
官
幣
中
社
式
年
祭
（
隔
年
）、
節
朔

御
拝
（
皇
廟
）、
御
歴
代
正
辰
祭
（
皇
廟
）、
日
々
御
代
拝
（
皇
廟
）
と
定
め
ら
れ
た
。
十
一
月
に
は
節
朔
御
拝
旬
御
膳
及
日
供
等
定
則
が

定
め
ら
れ
、
東
幸
以
後
も
白
川
資
訓
の
私
邸
で
代
拝
さ
れ
て
い
た
旧
例
を
廃
止
し
、
節
朔
御
拝
は
神
祇
・
宮
内
両
省
の
奉
仕
の
も
と
、
天

皇
親
祭
と
し
（
節
朔
祭
）、
旬
祭
・
日
供
は
内
掌
典
の
奉
仕
に
よ
り
侍
従
が
代
拝
す
る
こ
と
を
規
定
し
た
。
十
一
月
十
七
日
に
は
、
皇
城

内
吹
上
御
苑
で
大
嘗
祭
を
斎
行
。
神
祇
官
の
「
大
嘗
旨
要
」
に
「
天
孫
降
臨
ノ
期
、
天
祖
三
種
ノ
神
器
ヲ
授
ケ
、
又
忌
庭
之
穂
ヲ
依
シ
玉

フ
、
於
是
宝
璽
之
隆
天
壌
無
窮
ノ
詔
有
リ
、
天
皇
即
宝
祚
ヲ
保
ツ
ニ
、
其
忌
庭
之
穂
ヲ
所
聞
食
ヲ
以
テ
シ
玉
フ
」
と
あ
り
、「
大
嘗
祭
告

諭
書
」
に
「
天
下
万
民
謹
テ
御
趣
意
ヲ
奉
戴
シ
、
当
日
人
民
休
業
各
其
地
方
産
土
神
ヲ
参
拝
シ
、
天
祖
ノ
徳
沢
ヲ
仰
キ
、
隆
盛
ノ
洪
福
ヲ

祝
セ
ス
ン
ハ
ア
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
也
」
と
述
べ
ら
れ
た（

（1
（

。
十
二
月
二
十
二
日
、
神
宮
大
宮
司
に
よ
る
神
宮
大
麻
の
頒
布
が
神
祇
省
よ
り
告
諭

さ
れ
た
。
同
日
、
左
院
は
神
宮
の
神
器
奉
遷
や
教
部
省
設
置
な
ど
を
建
議
。
宗
教
は
教
部
省
、
祭
祀
は
式
部
寮
に
分
掌
す
る
こ
と
が
狙
い

で
あ
り
、
左
院
が
主
張
す
る
神
宮
遷
座
論
は
そ
の
左
院
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
執
拗
に
唱
え
ら
れ
た
。

　

明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
三
月
、
神
祇
省
が
廃
止
と
な
り
教
部
省
が
設
置
さ
れ
、
祭
祀
関
係
事
務
は
式
部
寮
管
轄
と
な
っ
た
。
四
月
、

天
神
地
祇
・
八
神
は
宮
中
に
遷
座
さ
れ
た
。
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　（
三
）
改
暦
に
伴
う
改
革

　

明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
十
一
月
九
日
（
太
陽
暦
十
二
月
九
日
）、改
暦
式
が
行
わ
れ
た
。
明
治
天
皇
が
便
殿
に
出
御
、伊
勢
の
神
宮
（
天

照
皇
大
御
神
、
豊
受
大
御
神
）
を
遙
拝
し
、
親
し
く
祝
詞
を
奏
上
（
来
る
十
二
月
三
日
を
明
治
六
年
一
月
一
日
と
定
め
る
こ
と
を
奉
告
）。

次
い
で
賢
所
・
皇
霊
殿
を
拝
し
て
同
様
の
祝
詞
を
奏
上
、
太
政
官
に
出
御
し
て
改
暦
の
詔
を
大
臣
に
賜
っ
た
。
十
五
日
、
神
武
天
皇
即
位

日
を
祝
日
と
し
た
の
が
紀
元
節
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。
十
一
月
十
五
日
（
太
陽
暦
十
二
月
十
五
日
）、
神
武
天
皇
即
位
紀
元
が
制
定
（
太

政
官
布
告
）
さ
れ
た
。「
今
般
太
陽
暦
御
頒
行
、
神
武
天
皇
御
即
位
ヲ
以
テ
紀
元
ト
被
定
候
ニ
付
、
其
旨
ヲ
被
為
告
候
為
メ
来
ル
二
十
五

日
御
祭
典
被
執
行
候
事
」
と
の
太
政
官
布
告
に
よ
り
、
地
方
長
官
は
管
内
の
県
社
、
郷
社
に
住
民
を
動
員
し
、
神
武
天
皇
陵
遙
拝
式
を
挙

行
し
た（

（1
（

。
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
一
月
四
日
祝
日
改
定
。
人
日
・
上
巳
・
端
午
・
七
夕
・
重
陽
の
五
節
句
を
廃
止
、
神
武
天
皇
即
位
日

（
三
月
七
日
、
紀
元
節
と
称
す
）・
天
長
節
を
祝
日
と
し
た
。
十
月
十
四
日
に
は
、
年
間
の
祭
日
・
祝
日
の
太
政
官
布
告
に
よ
り
、「
年
中

祭
日
祝
日
等
ノ
休
暇
日
左
ノ
通
候
、此
旨
布
告
候
事
。
元
始
祭
（
一
月
三
日
）、新
年
宴
会
（
一
月
五
日
）、孝
明
天
皇
祭
（
一
月
三
十
日
）、

紀
元
節
祭
（
二
月
十
一
日
）、
神
武
天
皇
祭
（
四
月
三
日
）、
神
嘗
祭
（
十
月
十
七
日
）、
天
長
節
祭
（
十
一
月
三
日
）、
新
嘗
祭
（
十
一
月

二
十
三
日
）」
と
定
め
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
祝
祭
日
は
、「
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
っ
て
、
新
し
い
祝
日
が
制
定
さ
れ
る
ま
で
、

わ
が
国
近
現
代
の
祝
祭
日
の
基
本
に
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、こ
の
後
に
追
加
さ
れ
た
の
は
、春
秋
皇
霊
祭
（
明
治
十
一
年
）
と
明
治
節
（
昭

和
二
年
）
で
あ
っ
た（

（1
（

。

　
　（
四
）
宮
中
三
殿

　

本
節
を
む
す
ぶ
に
あ
た
り
、
宮
中
三
殿
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い（

（2
（

。

　

宮
中
三
殿
は
、
皇
居
内
の
吹
上
御
苑
の
東
南
に
奉
祀
さ
れ
る
三
つ
の
神
殿
で
、
中
央
が
賢
所
（
天
照
大
御
神
）、
西
殿
が
歴
代
天
皇
・
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皇
族
の
神
霊
を
祀
る
皇
霊
殿
、
東
殿
は
八
神
・
天
神
地
祇
を
祀
る
神
殿
で
あ
る
。

　

賢
所
は
内
侍
所
、
温
明
殿
と
も
い
い
、
古
代
よ
り
宮
中
で
奉
斎
さ
れ
て
き
た
。
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
三
月
、
明
治
天
皇
は
賢
所
を

奉
じ
て
東
幸
さ
れ
、
東
京
城
内
の
山
里
に
神
殿
を
建
設
し
て
奉
斎
さ
れ
た
。

　

天
神
地
祇
は
、
明
治
元
年
（
慶
応
四
・
一
八
六
八
）
三
月
、
紫
宸
殿
に
て
五
箇
条
御
誓
祭
の
際
に
奉
祀
さ
れ
、
翌
年
六
月
の
国
是
基
礎

確
定
奉
告
の
祭
儀
で
も
神
祇
官
で
奉
祀
さ
れ
た
。

　

八
神
は
、
天
皇
を
守
護
す
る
神
産
日
神
・
高
御
産
日
神
・
玉
積
産
日
神
・
生
産
日
神
・
足
産
日
神
・
大
宮
売
神
・
御
食
津
神
・
事
代
主

神
の
こ
と
で
、古
代
に
神
祇
官
西
院
に
八
神
殿
が
設
け
ら
れ
た
。
明
治
二
年（
一
八
六
九
）十
二
月
に
神
殿
を
神
祇
官
内（
旧
備
中
松
山
藩
邸
、

現
皇
居
前
広
場
）
に
造
営
、
中
世
以
降
に
白
川
・
吉
田
両
家
に
奉
斎
さ
れ
た
八
神
の
霊
代
を
奉
献
、
同
月
十
七
日
に
鎮
座
祭
を
執
行
し
た
。

　

皇
霊
は
明
治
二
年
十
二
月
の
神
祇
官
神
殿
鎮
座
の
際
、
勅
裁
を
経
て
神
殿
中
央
に
八
神
、
東
座
に
天
神
地
祇
、
西
座
に
神
武
天
皇
よ
り
孝

明
天
皇
ま
で
の
歴
代
皇
霊
を
も
奉
斎
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
平
安
時
代
頃
よ
り
宮
中
に
あ
っ
た
仏
式
の
祭
場
で
あ
る
御
黒
戸
が
廃
止
さ
れ
た
。

　

明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
正
月
三
日
、
右
大
臣
三
條
實
美
を
勅
使
と
し
て
神
祇
官
で
天
神
地
祇
・
八
神
・
歴
代
皇
霊
を
鎮
祭
し
た
。

　

明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
八
月
、
神
祇
官
を
神
祇
省
に
改
め
、
九
月
に
詔
勅
に
よ
り
新
た
に
神
殿
を
宮
中
に
創
建
、
賢
所
・
歴
代
皇
霊

を
奉
安
す
る
旨
を
仰
出
さ
れ
、
九
月
三
十
日
神
祇
官
奉
祀
の
皇
霊
は
賢
所
に
奉
遷
し
当
時
は
「
皇
廟
」
と
称
さ
れ
、
神
祇
省
に
は
八
神
・

天
神
地
祇
の
み
が
祀
ら
れ
た
。

　

明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
三
月
、
神
祇
省
を
廃
し
て
教
部
省
を
設
置
、
四
月
二
日
に
八
神
・
天
神
地
祇
を
宮
中
に
奉
遷
、
賢
所
に
奉
安

し
た
。
十
一
月
二
十
九
日
に
八
神
殿
の
称
を
改
め
神
殿
と
称
し
、
八
神
と
天
神
地
祇
が
合
祀
さ
れ
た
。

　

明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
五
月
皇
居
の
炎
上
に
よ
り
赤
坂
仮
皇
居
に
遷
座
、明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
一
月
九
日
、賢
所
・
皇
霊
殿
・

神
殿
か
ら
な
る
宮
中
三
殿
に
遷
座
さ
れ
た
。
こ
の
間
、明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
に
は
皇
霊
殿
に
皇
妃
以
下
皇
族
の
霊
も
奉
斎
さ
れ
た
。
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二
、
近
代
の
神
社
祭
祀
の
形
成

　

次
に
神
社
祭
祀
に
つ
い
て
、
阪
本
是
丸
氏
の
『
国
家
神
道
形
成
過
程
の
研
究
』
を
も
と
に
見
て
い
き
た
い
。

　

明
治
元
年
（
慶
応
四
・
一
八
六
八
）
三
月
十
三
日
の
「
祭
政
一
致
・
神
祇
官
再
興
の
布
告
」
に
よ
り
、
祭
政
一
致
の
制
度
に
よ
り
神
祇

官
を
再
興
し
、
全
国
の
神
社
と
神
職
が
そ
こ
に
所
属
す
る
と
の
方
針
が
示
さ
れ
た
が
、
五
月
九
日
に
は
、
伊
勢
両
宮
、
大
社
、
勅
祭
神
社

以
外
の
社
家
は
府
藩
県
支
配
と
方
針
変
更
が
あ
っ
た
。
十
月
十
七
日
、
武
蔵
一
宮
氷
川
神
社
を
勅
祭
社
と
定
め
、
毎
年
奉
幣
使
差
遣
と
し
、

十
二
月
二
十
日
に
は
、
各
府
藩
県
に
神
祇
官
直
支
配
以
外
の
式
内
大
小
神
社
、
式
外
大
社
、
府
藩
県
崇
敬
神
社
の
取
り
調
べ
が
命
じ
ら
れ
た
。

　

明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
二
月
二
十
八
日
、
祈
年
祭
が
神
祇
官
代
（
吉
田
社
大
元
宮
）
に
て
約
四
百
年
ぶ
り
に
再
興
さ
れ
、
神
宮
奉
幣

使
発
遣
の
儀
を
執
行
し
、
明
治
天
皇
は
紫
宸
殿
で
御
拝
さ
れ
た
。
し
か
し
「
明
治
四
年
ま
で
の
祈
年
祭
は
神
宮
に
お
け
る
祈
年
祭
の
復
興

を
主
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
い
ま
だ
に
全
国
規
模
で
の
祈
年
祭
と
い
っ
た
形
態
に
は
程
遠
い
も
の
で
あ
っ
た
。
な
に
よ
り
も
神
社
制
度
の

再
編
が
急
務
と
さ
れ
た
の
で
あ
る（

（2
（

」。
六
月
十
日
に
は
、
神
職
継
目
、
主
要
神
社
調
査
が
通
達
さ
れ
て
い
る
。

　

明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
二
月
九
日
、
神
祇
官
に
「
別
紙
二
十
九
社
奉
幣
祭
典
御
再
興
ニ
付
式
目
委
細
取
調
候
様
御
沙
汰
候
事
」
と
の

太
政
官
御
沙
汰
が
あ
り
、
そ
の
二
十
九
社
は
、
大
奉
幣
が
出
雲
大
社
、
熱
田
、
宇
佐
、
鹿
島
、
香
取
。
大
祭
が
賀
茂
下
上
、
氷
川
、
石
清

水
、
春
日
。
中
奉
幣
が
香
椎
、
宗
像
、
日
吉
、
三
輪
、
大
和
。
中
祭
が
八
坂
、
北
野
。
小
奉
幣
が
太
宰
府
、
広
瀬
、
石
上
、
広
田
、
住
吉
。

小
祭
が
松
尾
、
大
原
野
、
吉
田
、
平
野
、
稲
荷
、
梅
宮
、
貴
船
の
各
神
社
で
あ
っ
た
。
十
月
二
十
五
日
、
太
政
官
は
官
社
以
下
大
小
定
額
、

祭
政
一
致
の
た
め
に
祭
典
式
を
府
藩
県
一
定
と
す
る
こ
と
、
神
官
の
職
制
・
叙
任
に
つ
い
て
「
永
世
之
規
則
」
を
立
て
る
よ
う
神
祇
官
に

取
調
を
沙
汰
。
閏
十
月
二
十
八
日
に
は
「
今
般
国
内
大
小
神
社
之
規
則
御
定
ニ
相
成
候
条
於
府
藩
県
左
之
箇
条
委
詳
取
調
当
十
二
月
限
差

出
事
」
と
の
太
政
官
布
告
が
あ
っ
た
。
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明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
五
月
十
四
日
、「
神
社
ノ
儀
ハ
国
家
ノ
宗
祀
ニ
テ
一
人
一
家
ノ
私
有
ニ
ス
ヘ
キ
ニ
非
サ
ル
ハ
勿
論
ノ
事
ニ
候

処
」、「
今
般
御
改
正
被
為
在
伊
勢
両
宮
世
襲
ノ
神
官
ヲ
始
メ
天
下
大
小
ノ
神
官
社
家
ニ
至
ル
迄
精
撰
補
任
可
致
旨
」
と
の
太
政
官
布
告
が

出
さ
れ
た
。
同
日
、「
官
社
以
下
定
額
・
神
社
改
正
規
則
」
が
公
布
さ
れ
、官
国
幣
社
、府
藩
県
社
、郷
社
の
定
額
を
制
定
し
た（

（2
（

。
七
月
四
日
、�

「
郷
社
定
則
」「
大
小
神
社
氏
子
取
調
規
則
」「
大
小
神
社
神
官
守
札
差
出
方
心
得
」
が
発
布
と
な
り
、
氏
神
社
・
産
土
神
社
の
国
家
的
位

置
付
け
、
再
編
成
が
始
ま
っ
た
。
七
月
十
二
日
、
神
宮
改
革
の
太
政
官
御
沙
汰
が
あ
り
、
八
月
八
日
に
は
神
祇
官
が
神
祇
省
へ
と
改
組
さ

れ
た
。
十
月
二
十
九
日
に
は
、「
四
時
祭
典
定
則
」（
天
皇
親
祭
大
祭
・
親
王
御
手
代
大
祭
・
賀
茂
社
以
下
五
社
大
祭
・
中
祭
・
小
祭
な
ど
）、

「
地
方
祭
典
定
則
」（
国
幣
社
・
府
県
社
・
郷
社
の
祈
年
祭
・
例
祭
・
新
嘗
祭
、
元
始
祭
・
皇
大
神
宮
遙
拝
・
神
武
天
皇
遙
拝
な
ど
）
が
制

定
さ
れ
た
。
十
二
月
二
十
二
日
に
は
左
院
が
神
宮
の
東
京
遷
座
、
祭
政
一
致
の
徹
底
、
教
部
省
設
置
な
ど
を
建
議
し
て
い
る（

（2
（

。

　

明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
二
月
、
官
国
幣
社
祈
年
祭
式
が
制
定
さ
れ
、
三
月
に
は
神
祇
省
が
廃
止
、
教
部
省
が
設
置
さ
れ
た
。
三
月

二
十
三
日
「
祭
事
祀
典
自
今
式
部
寮
ニ
於
テ
執
行
候
事
」
と
の
太
政
官
布
告
が
あ
り
、
四
月
に
は
教
部
省
が
教
導
職
に
「
三
条
教
則
」�

（
一
、敬
神
愛
国
ノ
旨
ヲ
体
ス
ヘ
キ
事　

一
、天
理
人
道
ヲ
明
ニ
ス
ヘ
キ
事　

一
、皇
上
ヲ
奉
戴
シ
朝
旨
ヲ
遵
守
ス
ヘ
キ
事
）
を
通
達
し
た
。

九
月
に
旧
紀
州
邸
に
大
教
院
が
設
置
さ
れ
た
（
六
年
二
月
、
増
上
寺
に
移
転
）。

　

明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
三
月
、
式
部
寮
が
「
官
幣
諸
社
官
祭
式
」
を
制
定
、
五
月
に
は
教
部
省
が
講
社
認
可
基
準
の
「
教
会
大
意
」

を
制
定
し
た
。
六
月
十
三
日
、
式
部
寮
が
新
暦
の
祭
典
日
を
上
申
、
七
月
七
日
裁
可
と
な
り
、
同
日
に
教
部
省
は
「
神
官
奉
務
規
則
」
を

府
県
社
以
下
神
官
に
通
達
し
た
。
第
一
条
に
「
一
神
祇
ヲ
祭
祀
ス
ル
ハ　

皇
国
ノ
重
典
生
民
百
行
ノ
基
礎
ニ
シ
テ
億
兆
ヲ
協
同
シ
玉
フ
万

世
不
易
ノ
大
道
ナ
リ
神
官
タ
ル
者
此
旨
ヲ
体
認
シ
慎
テ
其
職
務
ヲ
尽
ス
ヘ
シ
」
と
あ
り
、
神
社
祭
祀
は
国
家
の
重
典
に
し
て
国
民
教
化
の

大
道
で
あ
っ
て
、
神
官
が
そ
れ
を
体
認
し
て
慎
ん
で
職
務
を
尽
く
す
よ
う
謳
わ
れ
た
。
し
か
し
七
月
三
十
一
日
、「
府
県
社
神
官
ノ
月
給

ヲ
廃
止
シ
自
今
郷
村
社
同
様
人
民
ノ
信
仰
帰
依
ニ
任
セ
給
与
可
為
致
旨
布
告
候
事
」
と
の
太
政
官
布
告
が
出
さ
れ
、
経
済
的
環
境
は
む
し
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ろ
後
退
し
た
。

　

明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
九
月
三
日
、
官
社
定
額
経
費
を
定
め
た
太
政
官
布
告
が
発
布
と
な
り
、
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
三
月
、
神

道
事
務
局
が
設
立
。
四
月
に
は
「
神
社
祭
式
」
が
制
定
さ
れ
た
。「
祈
年
祭
・
新
嘗
祭
と
い
っ
た
古
来
の
律
令
制
祭
祀
に
つ
い
て
は
官
幣
社
・

国
幣
社
の
区
別
な
く
執
行
〔
太
政
官
庁
に
地
方
官
が
参
向
し
て
班
幣
式
〕
さ
せ
る
反
面
、
神
社
固
有
の
祭
祀
と
も
い
う
べ
き
例
祭
に
は
祭

式
お
よ
び
幣
帛
の
出
所
に
区
別
を
設
け
た
」
も
の
で
あ
っ
た（

（2
（

。
こ
の
年
五
月
、
大
教
院
が
解
散
し
た
。

　

明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
一
月
十
四
日
、
教
部
省
が
廃
止
、
内
務
省
に
社
寺
局
が
設
置
さ
れ
た
。
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
十
一
月

十
一
日
に
は
、
太
政
官
よ
り
「
府
県
社
以
下
祠
官
祠
掌
の
等
級
を
廃
し
、
身
分
取
扱
を
一
寺
住
職
と
同
様
と
す
る
件
」
が
達
せ
ら
れ
た
。

明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
一
月
二
十
四
日
、
官
国
幣
社
神
官
の
教
導
職
兼
補
が
廃
止
（
神
官
教
導
職
の
分
離
）
と
な
り
、
明
治
十
七
年

（
一
八
八
四
）
八
月
十
一
日
、
教
導
職
制
廃
止
の
太
政
官
布
告
が
発
布
さ
れ
た
。

　

明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
三
月
、
官
国
幣
社
保
存
金
制
度
が
導
入
、
官
国
幣
社
神
官
が
廃
止
、
官
吏
待
遇
と
な
っ
た
。

　

明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
二
月
十
一
日
、
大
日
本
帝
国
憲
法
が
発
布
と
な
り
、
第
二
十
八
条
に
信
教
の
自
由
が
定
め
ら
れ
た
。
明

治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
十
月
三
十
日
に
は
教
育
勅
語
が
渙
発
さ
れ
、
そ
の
起
草
に
尽
く
し
た
井
上
毅
は
、「
非
宗
教
た
る
皇
祖
皇
宗

の
祭
祀
・
崇
敬
に
よ
っ
て
の
み
、
天
皇
の
「
聖
別
化
」
は
可
能
」
と
考
え
て
い
た
と
さ
れ
る（

（2
（

。

　

明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）、
全
国
神
職
会
が
創
設
さ
れ
、
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
四
月
二
十
七
日
に
は
内
務
省
に
神
社
局

が
新
設
さ
れ
た
。「
神
社
局
の
新
設
で
「
敬
神
崇
祖
」
の
観
念
の
高
揚
に
は
ず
み
が
つ
き
、
明
治
二
十
年
以
来
冷
遇
さ
れ
て
い
た
「
国
家

の
宗
祀
」
た
る
神
社
に
た
い
す
る
国
家
の
待
遇
向
上
を
求
め
る
声
が
起
こ
っ
て
き
た
」
と
阪
本
是
丸
氏
は
指
摘
し
て
い
る（

（2
（

。

　

明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
六
月
二
十
九
日
に
「
神
社
祭
式
行
事
作
法
」（
内
務
省
告
示
）、
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
三
月

二
十
三
日
に
、「
神
社
財
産
ニ
関
ス
ル
件
」（
法
律
）、
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
七
月
二
十
日
に
「
神
社
財
産
の
登
録
に
関
す
る
件
」
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（
勅
令
）、
明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
四
月
二
十
二
日
に
「
神
宮
神
部
署
官
制
」（
勅
令
）
が
制
定
さ
れ
た
。

　

大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
十
二
月
七
日
に
は
「
神
宮
神
職
服
制
」（
勅
令
）
が
制
定
さ
れ
、大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
年
四
月
二
十
一
日
の�

「
官
国
幣
社
以
下
神
社
神
職
奉
務
規
則
」（
内
務
省
訓
令
）
に
は
、
第
一
条
に
「
神
職
ハ
国
家
ノ
礼
典
ニ
則
リ
国
家
ノ
宗
祀
ニ
従
フ
ヘ
キ
職

司
」
と
、
神
職
の
使
命
が
明
記
さ
れ
た
。
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
一
月
二
十
六
日
に
は
「
神
宮
祭
祀
令
」（
勅
令
）
と
「
官
国
幣
社
以

下
神
社
祭
祀
令
」（
勅
令
）、
三
月
二
十
七
日
に
「
官
国
幣
社
以
下
神
社
祭
式
」（
内
務
省
令
）
が
制
定
さ
れ
た
。

　

昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
十
一
月
九
日
に
は
神
祇
院
が
創
設
（
勅
令
）
し
た
。
そ
の
官
制
第
一
条
に
は
、「
神
祇
院
ハ
内
務
大
臣
ノ

管
理
ニ
属
シ
左
ニ
掲
ク
ル
事
務
ヲ
掌
ル
。
一
、
神
宮
ニ
関
ス
ル
事
項
。
二
、
官
国
幣
社
以
下
神
社
ニ
関
ス
ル
事
項
。
三
、
神
官
及
神
職
ニ

関
ス
ル
事
務
。
四
、
敬
神
思
想
ノ
普
及
ニ
関
ス
ル
事
項
」
と
あ
り
、
神
祇
院
の
創
設
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
「
敬
神
思
想
ノ
普
及
」
が
国
家

の
公
式
の
事
業
と
さ
れ
た（

（2
（

。

　
　
　
　
三
、
近
代
の
家
庭
祭
祀
の
形
成
―
神
宮
大
麻
の
奉
斎
―

　

明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
七
月
十
二
日
の
太
政
官
達
「
神
宮
御
改
革
に
関
す
る
件
」
に
よ
り
、
御
師
の
大
麻
頒
布
が
停
止
さ
れ
た
。
同

年
十
二
月
八
日
、
神
祇
省
（
大
輔
福
羽
美
静
、
少
輔
門
脇
重
綾
）
は
、
神
宮
（
天
照
大
御
神
）
を
中
心
と
す
る
国
民
教
化
を
推
進
す
る
た

め
、
太
政
官
の
正
院
に
「
皇
大
神
宮
御
璽
頒
布
…
…
早
々
御
布
告
相
成
候
様
」
と
伺
い
出
た
。
ま
た
同
時
期
に
福
羽
神
祇
大
輔
は
正
院
に�

「
諸
国
氏
神
並
家
屋
ノ
内
ヘ
皇
太
神
宮
ヲ
奉
祀
、
且
人
民
一
般
氏
神
社
ヘ
参
拝
、
毎
朝
拝
式
等
ノ
規
則
ヲ
定
メ
、
敬
神
ノ
旨
趣
ヲ
一
ニ
シ

教
道
ノ
本
原
ヲ
相
建
度
」
と
し
て
、
氏
神
社
ヘ
の
天
照
大
御
神
の
勧
請
、
氏
子
や
諸
官
員
の
氏
神
社
ヘ
の
参
拝
、
家
屋
内
に
神
棚
を
設
け

「
皇
太
神
宮
御
麻
」
を
祀
り
毎
朝
拝
礼
す
る
こ
と
な
ど
を
定
め
た
「
一
般
敬
神
ノ
規
則
」
の
太
政
官
布
告
案
を
伺
い
出
た
。

　

阪
本
是
丸
氏
に
よ
る
と
、
当
時
の
神
祇
行
政
の
首
脳
で
あ
っ
た
福
羽
美
静
や
門
脇
重
綾
ら
は
、
世
襲
神
官
の
廃
止
や
官
社
以
下
定
額
の
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制
定
、
郷
社
定
則
、
氏
子
調
べ
制
定
、
神
宮
改
革
な
ど
に
よ
り
全
国
の
神
社
を
整
備
・
再
編
成
し
、
宮
中
の
賢
所
・
皇
霊
を
中
核
と
す
る

祭
祀
を
確
立
し
て
全
国
神
社
に
も
執
行
さ
せ
、
祭
政
一
致
・
敬
神
の
本
原
を
人
民
に
周
知
徹
底
さ
せ
る
こ
と
を
構
想
し
て
い
た（

（2
（

。
そ
の
一

環
と
し
て
提
案
さ
れ
た
「
皇
大
神
宮
御
璽
頒
布
」
の
太
政
官
布
告
は
実
現
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
十
二
月
十
日
付
で
「
従
前
ノ
通
神
宮

ニ
於
テ
為
取
扱
可
申
、
尤
従
来
ノ
弊
習
可
有
之
ニ
付
注
意
可
致
事
」
と
指
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た（

（2
（

。

　

そ
こ
で
十
二
月
十
八
日
、
神
宮
司
庁
は
神
祇
省
に
、「
崇
敬
之
道
」
を
閉
塞
さ
せ
な
い
よ
う
、
神
宮
司
庁
か
ら
の
頒
布
を
実
施
し
た
い
と
伺

い
出
た
。
神
祇
省
は
二
十
二
日
、「
皇
大
神
宮
大
麻
之
儀
ハ
今
般
従
大
宮
司
従
来
之
振
合
ヲ
以
テ
海
内
一
般
ヘ
頒
布
相
成
候
」
と
告
諭
し
た
。

　

明
治
五
年
三
月
、
宇
治
に
大
麻
製
造
本
局
、
山
田
に
支
局
を
設
け
、
四
月
に
「
大
麻
頒
布
規
則
」
を
定
め
た
。
六
月
に
は
教
部
省
よ
り

各
府
県
宛
、「
旧
臘
元
神
祇
省
ヨ
リ
相
達
候
、
皇
大
神
宮
大
麻
神
宮
司
庁
ヨ
リ
諸
府
県
ヘ
頒
布
可
致
処
右
ハ
諸
社
配
札
同
様
ノ
儀
ニ
無
之

海
内
一
般
ノ
人
民
ヘ
例
年
拝
受
可
為
致
御
趣
意
ニ
付
頒
布
ノ
儀
ハ
各
地
方
ニ
於
テ
適
宜
取
計
フ
ベ
シ
」
と
達
し
た
。
こ
こ
に
近
代
の
神
宮

崇
敬
の
道
が
開
か
れ
、
従
前
は
私
の
行
為
と
さ
れ
た
大
麻
頒
布
は
公
の
全
国
頒
布
事
業
と
な
っ
た
。

　

明
治
五
年
四
月
一
日
、
神
宮
大
麻
御
璽
奉
行
の
祭
典
が
皇
大
神
宮
中
重
で
執
り
行
わ
れ
、
北
小
路
随
光
大
宮
司
が
「
天
皇
乃
大
命
以
弖

天
乃
益
人
等
爾
朝
爾
夕
爾
皇
大
御
神
乃
大
前
乎
慎
敬
比
令
拝
給
布
止
為
氐
自
今
年
始
氐
畏
伎
大
御
璽
乎
天
下
乃
人
民
乃
家
爾々
漏
落
留
事
無
久
頒
給
波
牟
止
須
」

と
祝
詞
を
奏
上
し
た
。
六
月
に
は
白
板
紙
の
生
地
に
麻
串
の
御
真
を
納
め
「
天
照
皇
大
神
宮
」
の
神
銘
や
御
璽
印
と
大
宮
司
印
を
捺
す
新

し
い
大
麻
の
様
式
が
定
め
ら
れ
た
。
皇
室
を
敬
い
、
神
宮
と
国
民
の
つ
な
が
り
を
象
徴
す
べ
き
も
の
が
、
新
た
な
神
宮
大
麻
で
あ
っ
た（

（3
（

。

　

し
か
し
な
が
ら
、「
皇
大
神
宮
大
麻
奉
祀
喩
解
」（
浦
田
長
民
少
宮
司
執
筆
、
明
治
六
年
）
に
、「
其
罪
を
払
除
す
る
の
神
具
之
を
大
麻

と
云
ふ
、
毎
歳
神
宮
よ
り
頒
賦
す
る
所
則
ち
此
な
り
、
常
に
此
大
麻
に
向
ひ
敬
拝
す
る
と
き
は
念
頭
の
罪
穢
消
尽
し
て
、
今
世
に
は
諸
の

災
厄
を
除
き
、
福
寿
延
長
、
死
後
は
永
遠
天
上
の
娯
楽
を
受
く
故
に
毎
朝
毎
夕
拝
礼
を
遂
げ
、
且
つ
大
祭
祝
日
に
は
左
の
式
に
よ
り
典
祀

す
べ
し
」
と
あ
り
、
師
職
の
頒
布
は
停
止
さ
れ
た
が
、
従
来
の
御
祓
大
麻
の
性
格
（
宗
教
性
）
が
否
定
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た（

（3
（

。
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明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
四
月
に
教
導
職
が
設
置
、
八
月
に
神
宮
神
官
の
教
導
職
兼
補
が
達
せ
ら
れ
教
務
課
を
設
置
、
十
月
に
神
宮
教

院
と
改
称
し
た
。
同
年
七
月
、
神
宮
司
庁
は
「
来
癸
酉
ヨ
リ
神
宮
大
麻
海
内
ヘ
頒
布
之
節
、
従
前
之
振
ヲ
以
テ
新
暦
相
添
人
民
之
望
ニ
任

セ
致
度
候
」（「
頒
布
大
麻
ヘ
新
暦
相
添
度
願
」）
と
教
部
省
に
願
い
出
、
許
可
と
な
っ
た
。
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
三
月
、
内
務
省

は
各
府
県
に
、「
自
今
地
方
官
ノ
関
係
ニ
不
及
候
条
、其
受
不
受
ハ
専
ラ
人
民
ノ
自
由
ニ
為
任
候
儀
ト
可
心
得
、此
旨
相
達
候
事
」
と
通
達
、

以
後
は
神
宮
教
院
ま
た
は
神
道
事
務
局
に
委
託
し
、
神
職
ま
た
は
教
導
職
が
頒
布
に
従
事
し
た
。
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
一
月
、
神

職
が
教
導
職
を
兼
ね
る
こ
と
が
廃
止
と
な
り
、
神
宮
司
庁
と
神
宮
教
院
は
分
離
、
大
麻
奉
製
を
司
庁
、
頒
布
を
教
院
に
委
託
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
に
教
導
職
が
廃
止
、大
麻
頒
布
は
教
派
神
道
（
宗
教
団
体
）
の
神
宮
教
に
、従
来
通
り
委
託
さ
れ
た
。

　

明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
神
宮
教
が
解
散
、
新
た
に
内
務
大
臣
の
認
可
を
得
て
神
宮
奉
斎
会
が
設
立
さ
れ
た
（
本
部
は
日
比
谷
大

神
宮
、
関
東
大
震
災
後
に
飯
田
橋
大
神
宮
に
移
る
）。
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
九
月
、
勅
令
に
よ
り
神
部
署
官
制
が
公
布
、
大
麻
・

暦
を
奉
製
し
神
宮
奉
斎
会
が
頒
布
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
四
月
、
勅
令
に
よ
り
神
宮
神
部
署
官
制
の
改
正

公
布
、
大
麻
・
暦
の
頒
布
も
神
宮
神
部
署
が
直
接
実
施
と
な
り
、
全
国
の
二
十
八
支
署
、
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
の
官
制
改
正
で

十
四
支
署
を
設
置
、
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
の
官
制
一
部
改
正
で
全
国
の
支
署
が
廃
止
、
各
府
県
の
神
職
会
・
神
社
協
会
等
に
委
託
し

て
頒
布
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
　
　
　
四
、
近
代
の
祭
祀
の
教
化
説

　
　（
一
）
公
の
祭
祀

　

こ
れ
ま
で
、
近
代
の
皇
室
祭
祀
・
神
社
祭
祀
・
家
庭
祭
祀
（
神
宮
大
麻
奉
斎
）
の
歴
史
を
辿
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
祭
祀
の

関
連
に
つ
い
て
の
神
道
教
化
説
を
確
認
し
た
い
。
既
述
の
通
り
、
敬
神
思
想
の
普
及
が
国
家
の
公
式
の
事
業
と
な
っ
た
の
は
、
昭
和
十
五
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年
（
一
九
四
〇
）
の
神
祇
院
創
設
以
降
で
あ
り
、
ま
ず
神
祇
院
の
刊
行
物
で
あ
る
『
神
社
本
義
』（
昭
和
十
九
年
）
を
と
り
あ
げ
る
。

　
『
神
社
本
義
』
第
五
章
「
神
社
の
祭
祀
」
第
二
節
「
祭
祀
の
種
類
」
で
は
、「
皇
室
竝
び
に
神
宮
の
祭
祀
」「
神
社
の
祭
祀
」「
祭
祀
の
一

貫
性
」「
奉
賽
の
祭
」
の
各
項
が
あ
り
、
そ
の
中
の
「
祭
祀
の
一
貫
性
」
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　

�　

神
社
の
祭
祀
に
於
い
て
最
も
尊
い
こ
と
は
、
公
の
祭
祀
が
重
要
な
国
務
で
あ
り
、
皇
室
・
国
家
を
中
心
と
し
て
、
地
方
団
体
・
氏

子
崇
敬
者
が
渾
然
た
る
一
体
と
な
つ
て
、
整
然
た
る
統
一
の
も
と
に
執
り
行
は
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
神
社
の
本
質
か
ら
発
し

た
も
の
で
あ
る
。
即
ち
神
社
に
於
け
る
公
の
祭
祀
は
、
何
れ
も
神
徳
に
報
い
神
護
を
仰
い
で
、
宝
祚
の
無
窮
と
国
運
の
隆
昌
と
を
祈

る
も
の
で
あ
つ
て
、
こ
の
こ
と
は
各
祭
祀
の
祝
詞
の
中
に
最
も
よ
く
現
は
れ
て
ゐ
る（

（3
（

。

　

こ
の
よ
う
に
神
社
祭
祀
の
公
の
祭
祀
の
特
色
を
指
摘
し
、
祈
年
祭
の
宮
司
祝
詞
や
新
嘗
祭
の
幣
帛
供
進
使
祝
詞
、
例
祭
の
幣
帛
供
進
使

祝
詞
を
例
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
「
神
社
の
重
要
な
祭
祀
は
、
概
ね
皇
室
の
御
行
事
を
本
幹
と
し
、
宮
中
に
於
け
る
神
祭
の
御
手
ぶ
り
に

習
ひ
奉
つ
て
、
君
民
一
体
の
美
し
さ
の
も
と
に
執
り
行
は
れ
る
」
と
し
て
、
皇
室
・
神
宮
・
官
国
幣
社
以
下
神
社
の
祭
祀
の
「
深
き
関
係
」

を
示
す
次
の
表
を
掲
載
し
て
い
る
。

　
　

祭
祀
名　
　
　
　
　

皇
室　
　
　

神
宮　
　
　

一
般
神
社

　
　
　

歳
旦
祭　
　
　
　
　

小
祭　
　
　

中
祭　
　
　

中
祭

　
　
　

元
始
祭　
　
　
　
　

大
祭　
　
　

中
祭　
　
　

中
祭

　
　
　

紀
元
節
祭　
　
　
　

大
祭　
　
　

中
祭　
　
　

中
祭

　
　
　

祈
年
祭　
　
　
　
　

小
祭　
　
　

大
祭　
　
　

大
祭

　
　
　

春
季
皇
霊
祭　
　
　

大
祭　
　
　

遙
拝　
　
　

遙
拝

　
　
　

神
武
天
皇
祭　
　
　

大
祭　
　
　

遙
拝　
　
　

遙
拝
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天
長
節
祭　
　
　
　

小
祭　
　
　

中
祭　
　
　

中
祭

　
　
　

秋
季
皇
霊
祭　
　
　

大
祭　
　
　

遙
拝　
　
　

遙
拝

　
　
　

神
嘗
祭　
　
　
　
　

大
祭　
　
　

大
祭　
　
　

遙
拝

　
　
　

明
治
節
祭　
　
　
　

小
祭　
　
　

中
祭　
　
　

中
祭

　
　
　

新
嘗
祭　
　
　
　
　

大
祭　
　
　

大
祭　
　
　

大
祭

　
　
　

先
帝
祭　
　
　
　
　

大
祭　
　
　

遙
拝　
　
　

遙
拝

　

国
体
に
基
づ
く
一
貫
し
た
祭
祀
の
精
神
の
も
と
、
一
斉
に
国
を
挙
げ
て
の
祭
祀
が
行
わ
れ
、
一
社
の
例
祭
に
も
「
そ
の
鎮
護
の
一
郷
一

村
挙
つ
て
神
祭
に
参
与
す
る
と
こ
ろ
に
、
神
国
日
本
の
姿
が
見
ら
れ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る（

（3
（

。

　
　（
二
）
国
家
の
宗
祀

　

高
原
美
忠
（
官
幣
大
社
八
坂
神
社
宮
司
）『
日
本
家
庭
祭
祀
』
は
「
氏
神
」
の
項
で
、
荒
神
様
や
山
神
様
な
ど
を
各
戸
で
氏
神
や
内
神

と
し
て
祭
る
事
例
に
触
れ
、
次
第
に
村
内
の
「
共
同
の
一
神
に
統
一
せ
ら
れ
」、
さ
ら
に
「
国
家
の
宗
祀
」
に
至
っ
た
と
す
る
。
神
社
は

「
単
な
る
祖
先
崇
拝
で
な
く
、
国
家
意
識
の
顕
現
し
た
も
の
が
神
社
で
あ
る
」
と
し
、「
よ
つ
て
家
つ
神
も
国
家
の
宗
祀
た
る
神
に
帰
一
せ

ね
ば
な
ら
ぬ
。
氏
神
産
土
神
を
通
じ
て
天
照
大
神
に
帰
一
す
る
こ
と
を
明
白
に
認
識
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。」
と
説
く
。
そ
の
上
で
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

　
　

�　

荒
神
と
云
ひ
、
山
神
と
云
ひ
、
田
神
と
云
ひ
、
年
神
と
云
ひ
、
家
つ
神
と
云
ひ
、
違
つ
た
神
の
如
く
考
へ
ら
れ
る
が
、
し
か
し
上

来
述
べ
て
来
つ
た
と
こ
ろ
に
よ
つ
て
通
観
す
る
と
本
質
は
一
つ
で
あ
る
。
我
が
家
我
が
業
を
守
り
給
ふ
神
の
こ
と
で
あ
つ
て
、
家
に

あ
つ
て
は
火
床
に
祭
る
の
が
荒
神
、
山
仕
事
を
す
る
為
に
山
に
入
つ
て
祭
る
の
が
山
神
、
田
に
い
そ
し
む
為
に
祭
る
の
が
田
の
神
、
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年
神
で
、
こ
れ
ら
の
神
は
我
が
家
我
が
身
を
守
り
給
ふ
神
に
外
な
ら
ぬ
。
祭
る
場
所
に
よ
つ
て
御
名
を
異
に
し
て
ゐ
る
だ
け
の
こ
と

で
あ
る
。
祭
祀
は
共
同
生
活
を
す
る
一
団
の
も
の
が
、
一
致
し
て
営
む
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
家
々
の
人
が
山
に
狩
り
し
野
に
耕

す
時
代
に
は
そ
の
家
々
の
祭
だ
け
の
こ
と
も
あ
つ
た
。
村
人
が
と
も
に
農
耕
に
い
そ
し
む
時
代
に
は
家
々
の
祭
よ
り
も
村
の
祭
が
主

で
あ
る
。
今
日
は
国
家
生
活
が
緊
要
な
の
で
、
国
家
の
宗
祀
と
し
て
の
意
識
が
最
も
顕
著
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
と
共
に
会
社
、
銀

行
、
工
場
、
学
校
等
の
そ
の
一
団
の
祭
、
又
国
家
の
一
単
位
と
し
こ
の
家
の
祭
は
当
然
そ
の
日
々
の
生
活
に
伴
ひ
、
業
務
に
伴
つ
て

行
は
ね
ば
な
ら
ぬ（

（3
（

。

　

神
社
の
祭
祀
に
ふ
れ
た
「
国
家
の
宗
祀
」
の
項
で
は
、『
日
本
書
紀
』
に
み
え
る
「
天
壌
無
窮
の
神
勅
」
は
「
国
体
の
根
基
」、「
宝
鏡

奉
斎
の
神
勅
（
同
床
共
殿
の
神
勅
）」
は
「
祭
祀
の
御
教
」、「
神
籬
磐
境
の
神
勅
」
は
「
神
も
民
も
ひ
と
し
く
上
御
一
人
の
為
に
祭
祀
を

営
む
べ
き
こ
と
を
教
へ
給
ふ
」
と
指
摘
。
そ
し
て
神
宮
大
麻
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

　
　

�　

神
社
は
国
家
の
宗
祀
で
あ
り
、
国
家
彝
倫
の
標
準
た
る
も
の
で
あ
る
。
神
前
に
奏
す
る
祝
詞
も
古
来
皆
皇
室
国
家
の
事
を
主
と
し

て
ゐ
る
。
皇
室
は
お
ほ
や
け
で
あ
り
、
国
民
は
家
つ
子
で
あ
る
。
我
等
の
家
庭
に
於
い
て
も
祭
祀
は
国
家
を
本
と
し
、
我
が
家
は
国

家
の
一
単
位
た
る
家
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
。
万
戸
年
ご
と
に
い
た
だ
く
神
宮
大
麻
は
往
古
伊
勢
の
御
師
が
諸
国
に
く
ば

つ
た
の
に
始
ま
り
、
当
時
は
祈
祷
の
し
る
し
、
仏
者
の
巻
数
に
相
当
す
る
も
の
と
解
さ
れ
て
ゐ
た
が
、
今
日
の
神
宮
大
麻
は
明
治
五

年
以
来
、
神
宮
の
大
御
璽
と
し
て
全
国
各
戸
洩
れ
な
く
う
け
さ
せ
給
ふ
明
治
天
皇
の
聖
旨
に
よ
り
頂
い
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。
家
庭

に
於
け
る
祭
祀
も
こ
の
神
宮
大
麻
を
本
と
し
て
奉
仕
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
世
に
大
御
璽
は
一
度
頂
け
ば
よ
い
の
で
は
な
い
か
、
年
々
改

め
る
理
由
何
処
に
あ
り
や
と
問
ふ
も
の
が
あ
る
が
、
我
が
国
で
は
神
を
祀
る
に
神
籬
に
御
霊
の
降
臨
を
乞
ふ
習
ひ
で
あ
り
、
神
籬
は

祭
祀
の
都
度
と
り
か
へ
る
。
そ
れ
と
同
じ
く
年
毎
に
新
し
く
頂
く
の
が
神
な
が
ら
の
作
法
で
あ
る
。
各
地
の
神
社
の
神
札
も
年
々
改

め
て
頂
く
が
同
じ
意
味
で
あ
る（

（3
（

。
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家
庭
の
祭
祀
は
、
明
治
天
皇
の
聖
旨
に
よ
り
明
治
五
年
以
来
頒
布
さ
れ
る
神
宮
大
麻
を
本
に
、
国
家
の
祭
祀
に
通
じ
る
べ
き
で
あ
る
と

指
摘
し
て
い
る
。

　
　（
三
）
祭
祀
大
権

　

美
濃
部
達
吉
『
改
訂
憲
法
撮
要
』
の
「
祭
祀
大
権
」
説（

（3
（

は
、
阪
本
是
丸
氏
が
か
ね
て
か
ら
重
視
し
て
き
た
近
代
祭
祀
論
で
あ
り（

（3
（

、
神
道

教
化
の
視
点
か
ら
も
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

同
説
に
よ
る
と
、「
祭
祀
大
権
」
と
は
天
皇
が
最
高
祭
主
と
し
て
皇
祖
皇
宗
歴
代
の
皇
霊
と
天
神
地
祇
を
祭
る
こ
と
で
あ
る
。
王
政
復
古

に
よ
り
祭
事
は
上
代
の
祭
政
一
致
に
復
し
、
明
治
維
新
後
の
初
め
に
天
皇
が
天
神
地
祇
を
祭
っ
て
五
箇
条
の
国
是
を
誓
っ
て
後
、
国
家
・
皇

室
の
大
事
に
は
必
ず
祭
祀
を
行
い
神
明
に
奉
告
し
、
ま
た
毎
年
の
定
日
に
も
祭
祀
を
行
っ
て
お
り
、
祭
祀
は
一
般
国
務
と
皇
室
の
事
務
の

外
に
並
び
重
要
な
天
皇
の
大
権
で
あ
る
と
い
う
。
祭
祀
は
皇
室
の
祭
祀
と
国
の
祭
祀
に
分
か
れ
、
前
者
の
行
政
事
務
は
皇
室
の
事
務
、
後

者
は
国
の
事
務
に
属
す
る
。
皇
室
の
祭
祀
は
主
に
宮
中
三
殿
（
賢
所
、
皇
霊
殿
、
神
殿
）
で
行
わ
れ
、
他
に
陵
墓
で
の
陵
墓
祭
が
あ
る
。

皇
室
祭
祀
令
は
古
礼
に
基
づ
き
詳
し
く
祭
式
を
定
め
る
。
国
家
の
祭
祀
は
神
宮
及
び
神
社
で
行
う
。
神
宮
の
祭
祀
は
神
宮
祭
祀
令
が
あ
り
、

そ
の
祭
式
は
古
例
に
依
っ
て
い
る
。
神
宮
は
法
律
上
財
産
権
の
主
体
と
し
て
認
め
ら
れ
、
国
の
会
計
と
別
に
、
独
立
し
た
収
支
を
行
う
一

つ
の
公
法
人
で
あ
る
。
国
庫
よ
り
供
進
金
を
奉
り
、
皇
室
よ
り
も
祭
典
に
あ
た
り
奉
幣
が
あ
る
。
神
宮
の
財
産
上
の
特
権
は
、
歴
史
的
慣

習
に
基
づ
き
神
宮
大
麻
お
よ
び
暦
を
製
造
・
頒
布
す
る
こ
と
が
独
占
権
に
属
し
、
そ
の
事
務
を
掌
る
た
め
に
大
宮
司
の
管
理
下
に
神
宮
神

部
署
を
置
く
。
神
宮
の
附
属
事
業
と
し
て
他
に
神
宮
皇
學
館
、
徴
古
館
、
農
業
館
が
あ
る
。
神
社
は
特
定
の
祭
神
の
霊
代
を
祀
り
、「
地
方

人
民
崇
仰
ノ
対
象
」
で
あ
る
。
官
幣
大
社
、
官
幣
中
社
、
官
幣
小
社
、
別
格
官
幣
社
、
国
幣
大
社
、
国
幣
中
社
、
国
幣
小
社
、
府
社
、
県

社
、
郷
社
等
の
社
格
が
あ
る
。
神
社
も
ま
た
財
産
権
の
主
体
と
し
て
法
人
格
を
有
し
、
国
家
の
目
的
を
そ
の
存
立
の
目
的
と
す
る
ゆ
え
に�
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公
法
人
で
あ
り
、
神
社
の
祭
祀
に
つ
い
て
も
官
国
幣
社
以
下
神
社
祭
祀
令
の
定
め
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
皇
室
の
祭
祀
と
神
宮
・
神
社
の
祭
祀
、
と
く
に
神
宮
の
特
権
で
あ
る
神
宮
大
麻
奉
製
頒
布
を
も
含
め
て
、
古
礼
に
基
づ

く
天
皇
の
祭
祀
大
権
と
し
て
捉
え
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
神
社
が
国
家
と
同
じ
目
的
の
も
と
存
立
し
て
い
る
こ
と
が
公
法
人
た
る

ゆ
え
ん
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。

　
　
　
　
む
す
び

　

天
皇
を
中
核
と
す
る
皇
室
祭
祀
・
神
社
祭
祀
・
家
庭
祭
祀
が
、
近
代
に
お
い
て
い
か
に
培
わ
れ
、
ま
た
教
化
が
な
さ
れ
た
の
か
を
考
察

し
て
き
た
。

　

近
代
の
皇
室
祭
祀
は
、神
武
創
業
の
始
め
に
基
づ
く
祭
政
一
致
の
制
度
に
復
す
る
と
の
精
神
を
出
発
点
と
し
た
。
国
是
五
箇
条
の
誓
祭
、

武
蔵
一
宮
氷
川
神
社
行
幸
、神
式
に
よ
る
孝
明
天
皇
三
年
祭
執
行
、歴
代
天
皇
と
し
て
初
の
神
宮
親
拝
、神
祇
官
神
殿
に
お
け
る
天
神
地
祇
・

八
神
・
皇
霊
の
祭
祀
と
宮
中
へ
の
遷
座
、「
四
時
祭
典
定
則
」
の
制
定
、
大
嘗
祭
の
斎
行
、
改
暦
に
伴
う
祭
日
祝
日
の
制
定
な
ど
に
よ
り
、

最
高
祭
主
と
し
て
の
つ
と
め
を
、
天
皇
親
祭
に
よ
っ
て
身
を
以
て
示
さ
れ
、
法
制
化
が
な
さ
れ
た
。

　

近
代
の
神
社
祭
祀
は
、
明
治
元
年
三
月
十
三
日
の
「
祭
政
一
致
・
神
祇
官
再
興
の
布
告
」
を
出
発
点
と
し
、
明
治
四
年
五
月
の
太
政
官

布
告
に
「
神
社
の
儀
は
国
家
の
宗
祀
」
と
謳
わ
れ
た
。
そ
の
実
現
は
全
国
神
社
の
調
査
や
国
家
財
政
、
さ
ら
に
は
政
教
関
係
な
ど
の
困
難

が
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、「
四
時
祭
典
定
則
」「
地
方
祭
典
定
則
」
や
「
神
社
祭
式
」
の
制
定
、
憲
法
発
布
と
「
教
育
勅
語
」
渙
発
、
全

国
神
職
会
の
創
設
、「
神
宮
祭
祀
令
」
や
「
官
国
幣
社
以
下
神
社
祭
祀
令
」
の
制
定
な
ど
に
よ
り
整
備
さ
れ
た
。

　

家
庭
祭
祀
の
中
心
で
あ
る
神
宮
大
麻
奉
斎
に
つ
い
て
は
、
神
祇
省
が
皇
室
祭
祀
と
神
宮
・
神
社
祭
祀
の
整
備
の
一
環
と
し
て
、
神
宮
大

宮
司
に
よ
る
神
宮
大
麻
の
全
国
頒
布
を
告
諭
、
近
代
の
神
宮
崇
敬
の
道
が
開
か
れ
た
。
当
初
は
各
府
県
よ
り
、
明
治
十
一
年
以
降
は
神
職



50近代の皇室祭祀・神社祭祀・家庭祭祀

や
教
導
職
、
後
に
は
神
宮
教
、
神
宮
奉
斎
会
、
昭
和
二
年
以
降
は
各
府
県
の
神
職
会
よ
り
頒
布
さ
れ
た
。

　

祭
祀
に
関
す
る
教
化
に
つ
い
て
神
祇
院
『
神
社
本
義
』
で
は
、
皇
室
・
神
宮
・
神
社
に
お
い
て
斉
し
く
国
体
に
基
づ
く
祭
祀
が
行
わ
れ

る
と
説
明
、
高
原
美
忠
『
日
本
家
庭
祭
祀
』
で
は
、
家
庭
祭
祀
は
明
治
天
皇
の
聖
旨
に
よ
り
明
治
五
年
以
来
頒
布
さ
れ
る
神
宮
大
麻
を
本

に
、
国
家
の
祭
祀
に
通
じ
る
べ
き
で
あ
る
と
指
摘
し
、
美
濃
部
達
吉
『
改
訂
憲
法
撮
要
』
は
、
天
皇
の
祭
祀
大
権
が
皇
室
祭
祀
、
国
家
祭

祀
（
神
宮
・
神
社
祭
祀
）、
さ
ら
に
神
宮
大
麻
頒
布
に
及
ぶ
こ
と
を
述
べ
て
い
た
。

　

昭
和
十
五
年
の
神
祇
院
創
設
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
「
敬
神
思
想
ノ
普
及
」
が
国
家
の
公
式
の
事
業
と
さ
れ
る
な
ど
、
近
代
の
祭
祀
に
関

す
る
神
道
教
化
は
必
ず
し
も
活
発
で
は
な
く
、
そ
の
研
究
の
充
実
に
努
め
る
こ
と
が
今
後
の
課
題
と
い
え
よ
う
。
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光
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改
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概
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平
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。
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史
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。
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。
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。
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社
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。
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。
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「
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。
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阪
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是
丸
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史
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。

　
（
９
）�　
『
公
文
録
』
戊
辰
神
祇
官
伺
。
武
田
秀
章
「
近
代
天
皇
祭
祀
形
成
の
一
考
察
」（
井
上
順
孝
・
阪
本
是
丸
編
『
日
本
型
政
教
関
係
の
誕
生
』）、一
二
六
頁
。

羽
賀
祥
二
『
明
治
維
新
と
宗
教
』（
筑
摩
書
房
、
平
成
六
年
）、
六
五
～
六
六
頁
。

　
（
10
）�　

羽
賀
祥
二
『
明
治
維
新
と
宗
教
』、
九
七
頁
。

　
（
11
）�　

羽
賀
祥
二
『
明
治
維
新
と
宗
教
』、
五
九
～
六
〇
頁
。

　
（
12
）�　

武
田
秀
章
「
近
代
天
皇
祭
祀
形
成
過
程
の
一
考
察
」（
井
上
順
孝
・
阪
本
是
丸
編
『
日
本
型
政
教
関
係
の
誕
生
』）、
一
二
九
頁
。

　
（
13
）�　
『
公
文
録
』
己
巳
神
祇
官
伺
。

　
（
14
）�　

武
田
秀
章
「
近
代
天
皇
祭
祀
形
成
過
程
の
一
考
察
」（
井
上
順
孝
・
阪
本
是
丸
編
『
日
本
型
政
教
関
係
の
誕
生
』）、
一
三
九
～
一
四
〇
頁
。

　
（
15
）�　

羽
賀
祥
二
『
明
治
維
新
と
宗
教
』、
九
八
頁
。

　
（
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昭
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朗
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改
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の
文
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化
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成
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。
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梅
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學
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文
化
研
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道
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五
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頁
。

　
（
21
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阪
本
是
丸
『
国
家
神
道
形
成
過
程
の
研
究
』（
岩
波
書
店
、
平
成
六
年
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五
一
～
五
二
頁
。

　
（
22
）�　

阪
本
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丸
『
国
家
神
道
形
成
過
程
の
研
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阪
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（
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国
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阪
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。
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屋
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神
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（
30
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西
正
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大
麻
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史
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神
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本
庁
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平
成
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〇
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。
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。
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。
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